
事業概要 【バスロケーションシステム導⼊・運⽤事業】

実施地域 千葉県⽩井市 事業費 3,514千円

実施主体 千葉県⽩井市 ⼈⼝ 62,845⼈(R4.12末)

事業概要
市のコミュニティバスにGPS等 搭載  渋滞 ⾬   理由      遅延    等 運⾏状況 位置情

報 利⽤者        確認           
   運⾏状況等 可視化         利便性 向上       利⽤者 運⾏状況 応  交通⼿

段 選択     容易        市内全体 公共交通 利⽤促進 ⾒込    

具体
サービス

【バスロケーションシステム】
•          運⾏状況等 利⽤者 提供

するもので、下記3つの機能により構成される。
①運⾏状況等通信機能
• GPS等の機能により、バスの位置情報データを

サーバに送信する。
• 位置情報データを送信する際、系統・ルート等の

基礎運⾏情報 紐    併  送信   
②運⾏状況等処理機能
• 運⾏状況等通信      受信  位置情

報データ等を遅延情報等に変換する。
③運⾏状況等確認機能
• 処理     変換  位置情報 遅延情報

等  利⽤者         PC等から確認で
きるよう表⽰する。

主な
KPI

【アウトプット指標（活動指標）】
①バスロケーションシステムへのアクセス数
②運⾏状況 関  電話問 合  件数

【アウトカム指標（成果指標）】
①利⽤者満⾜度
②公共交通利⽤者数
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ﾊﾞｽﾛｹｰｼｮﾝｼｽﾃﾑ

ﾃﾞｰﾀ収集・変換検索

情報提供

通信

利⽤者 バス

[通信機能]

[確認機能] [処理機能]

資料６



サービス内容（政策⽬的への適合性）

事業の実施によって解決を図る課題及び実現したい地域像

■事業の実施によって解決を図る課題

現在 市                 運⾏状況 把握  ⼿段      例  交通事故 突発的 ⾞両故
障等      運⾏状況 遅延情報 即時 利⽤者 提供         状況    
運⾏状況    利⽤者  問 合      際   市  各交通事業者 問 合   各交通事業者 確

認  後 市 情報提供            市  利⽤者        情報 提供            課
題がある。
本     導⼊        利⽤者 市 運⾏状況        確認              上記課題 

解決 資       利⽤者   利⽤ 利便性 向上 ⾒込  
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■事業の実施により将来的に実現したい地域像

   運⾏状況        可視化         時々 運⾏状況 利⽤者 状況等 応   利⽤者  
   適切 交通⼿段 選択     可能    
       市          含 公共交通全体 利便性 向上    伴 利⽤促進     市 公共交

通の活性化に資する。



サービス概要

サービス内容
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サービス名 バスロケーションシステム 事業費 3,514千円

ターゲット 市              号 利⽤者

展開エリア 千葉県⽩井市全域及 運⾏   上 印⻄市 鎌 ⾕市 柏市 ⼀部地域

サービス内容（事業分野 ⑥交通 物流）

                  位置 近接情報 遅延情報          運⾏状況 確認      時刻 
   検索   停 位置情報等 基礎情報 組 合     利⽤全体    利便性 向上 資     

?

 乗      今       
    定刻     来   
        知    
   停        
 時刻表 知    

 

ﾊﾞｽﾛｹｰｼｮﾝｼｽﾃﾑ
の導⼊

利⽤者 疑問 課題解決・UX向上※イメージ

ウエルぷらっと

[ウエルぷらっと]あと2分でバスが到着します。

■ 位置情報
■ 遅延情報
■ 時刻    検索
■   停検索 等

バスロケーションシステムの機能により
疑問を解決



サービス内容（政策⽬的への適合性）

事業 成果 複数年     計測     KPI（３ 年分）

KPI① バスロケーションシステムへのアクセス数 種別 アウトプット 単位 アクセス数

KPIの概要、測定⽅法               累計    数 
運⾏状況等 表⽰                等 確認 測定   

事業成果等の計測に
適  理由

   運⾏状況 確認                   必要      
また、バスロケーションシステムは本事業でのみ使⽤しているため、本事業の成果測定に適している。

2023年度末 2024年度末 2025年度末
3,000 10,000 15,000
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KPI② 運⾏状況 関  電話問 合  件数 種別 アウトプット 単位 件/年

KPIの概要、測定⽅法 利⽤者  電話等      運⾏状況 関  電話 受  件数 
電話を受けた職員により記録する。

事業成果等の計測に
適  理由

             利⽤  ⼈数 多   多    市 問 合     ⼈数 減少   考       
（令和4年度実績 約40件）

2023年度末 2024年度末 2025年度末
12（R5.12 R6.3） 20 5

KPI③ 種別 アウトプット 単位

KPIの概要、測定⽅法

事業成果等の計測に
適  理由

2023年度末 2024年度末 2025年度末

【アウトプット指標（活動指標）】



サービス内容（政策⽬的への適合性）

事業 成果 複数年     計測     KPI（３ 年分）

KPI         利⽤者 満⾜度 種別 アウトカム 単位 ポイント

KPIの概要、測定⽅法              利⽤  ⼈ 5段階評価満⾜度 平均値 
     利⽤  後 任意 回答可能      画⾯ 表⽰  回答        測定   

事業成果等の計測に
適  理由

             利⽤ 満⾜  ⼈数 多   多            利⽤促進 効果    考     
め。

2023年度末 2024年度末 2025年度末
2.8 3.0 3.5
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KPI         利⽤者 種別 アウトカム 単位 ⼈/年

KPIの概要、測定⽅法
市内 運⾏           年間利⽤者数 
⽩井市        運⾏ 際  利⽤者数 計測         値 利⽤   
〇直近 利⽤者数 56,167⼈（R4.4 R5.1）

事業成果等の計測に
適  理由

⽩井市地域公共交通網形成計画    市内 公共交通網 維持 利⽤者増 ⽬標        
   既存 指標 年間 乗降客数等 把握     本KPI     年間 ⼈数 計測   

2023年度末 2024年度末 2025年度末
70,000 72,500 74,900

KPI 種別 アウトカム 単位

KPIの概要、測定⽅法

事業成果等の計測に
適  理由

2023年度末 2024年度末 2025年度末

【アウトカム指標（成果指標）】



推進体制・PDCA

PDCAの実施体制
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             導⼊  ⽩井市地域公共交通計画              運⾏     ⾒直  ⼀
つに掲げており、当該計画の推進にあたり、⽩井市地域公共交通活性化協議会においてPDCAを実施する。
            創⽣審議会     産学 市⺠   多⾓的 視点   評価 ⾏  改善 図     

事業 効率的 効果的 推進 図  

PDCAの⽅法（有効性を⾼める⼯夫）

■協議会の位置づけ
地域公共交通活性化再⽣法第6条に基づく法定協議会

■構成員
学識経験者 公共交通事業者 道路管理者 公安委員

会 公共的団体 市⺠ 関係⾏政機関 ⽩井市関係課 等

⽩井市地域公共交通活性化協議会

2023年度 2024年度 2025年度

⽩井市地域公共交通計画事業 併  年度   PDCAサイクルの考え⽅により推進する。
具体的には、アウトプット及びアウトカム指標として設定したKPIの4項⽬       運⾏状況等 勘案    総

合的 評価  翌年度 改善項⽬ 決定   
   市⺠ 交通事業者 学識経験者等 多様 ⽴場 構成員   協議会 評価 ⾏       各視点  

様⽟ 意⾒ 聴取  有効性 ⾼    

評価
改善
計画

実施
評価
改善
計画

実施
評価
改善
計画実施

推進スケジュール

■構成員
学識経験者 商⼯業関係者 ⾦融機関 市⺠ 等

⽩井市まち・ひと・しごと創⽣審議会



事業概要 【市⺠協働投稿    】

実施地域 千葉県⽩井市 事業費 468千円

実施主体 千葉県⽩井市 ⼈⼝ 62,845⼈（R4.12⽉末）

事業概要
地域 起    様々    課題（道路 公園施設 損傷等）            使  市⺠ 投稿  
    市⺠ ⾃治体 市⺠ 市⺠ 間 課題 共有 市⺠ ⾃治体 協働対応        効率的 課題
を解決するもの。

具体
サービス

【市⺠協働投稿    】
• スマートフォンアプリ「My City Report」を通じて

道路 公園施設 不具合箇所 気軽 投稿
できる環境を提供

•         位置情報 利⽤  場所 特定
 不具合箇所 写真 表⽰  不具合箇所 
説明 容易       項⽬ 設定

• 投稿 受  不具合箇所 対応状況 webで
表⽰  市⺠ 課題 共有

※画像は「My City Report」ホームページより引用

主な
KPI

【アウトプット指標（活動指標）】
①アプリ「My City Report        累計数
②アプリ「My City Report」の投稿数

【アウトカム指標（成果指標）】
①市⺠協働投稿     満⾜度
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サービス内容（政策⽬的への適合性）

事業の実施によって解決を図る課題及び実現したい地域像

■事業の実施によって解決を図る課題

現在 市⺠   問 合    窓⼝ 電話       受 付      担当課 伝     時間     
いる状況である。
   状況確認    担当課  折 返 市⺠ 問 合   ⾏ 必要         対応          

課題となっている。
本    導⼊    直接 担当課 情報 届     道路等 不具合箇所 早期発⾒ 早期対応      

不具合箇所     現場 ⾏ 前 状況確認       対応状況 市⺠ ⾃治体間 情報共有       
    利便性 向上   上記課題 解決 図  
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■事業の実施により将来的に実現したい地域像

 情報通信機器 中                保有率 ⾼      市⺠                    
気軽に活⽤できるツールとなっている。スマートフォンを⽤いて市役所とつながる⼿段を増やすことで、学⽣や⼦育て世代
   市政 関   少  層  市⺠参加 促  市 掲   市⺠参加 協働          実現 図  



サービス概要

サービス内容
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サービス名 市⺠協働投稿    事業費 468千円

ターゲット 市⺠

展開エリア 千葉県⽩井市

サービス内容（事業分野 ⑦          ）

            活⽤           道路
等 不具合箇所 具体的 投稿    
 投稿情報 共有化      不具合箇所 対応
状況をwebで確認することができる。
 市政    携       層  市⺠参加   
かけづくりとなる。

※画像は｢My City Report｣ホームページより引用



サービス内容（政策⽬的への適合性）

事業 成果 複数年     計測     KPI（３ 年分）

KPI① アプリ「My City Report        累計数 種別 アウトプット 単位 ダウンロード数

KPIの概要、測定⽅法 市⺠協働投稿     提供         My City Report           累計数 
アプリストアにて確認し測定する。

事業成果等の計測に
適  理由

当     利⽤      当     申請 利⽤  必要      
また、当アプリは本事業でのみ使⽤しているため、本事業の成果測定に適している。

2023年度末 2024年度末 2025年度末
50 200 400
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KPI② ②アプリ「My City Report」の投稿数 種別 アウトプット 単位 投稿数

KPIの概要、測定⽅法 実際 当    投稿  ⼈数  投稿管理       測定   

事業成果等の計測に
適  理由

道路等 不具合箇所     問 合   年間約500件   当     投稿件数 多    市⺠参加 推 
進められると考えられるため。

2023年度末 2024年度末 2025年度末
30 50 100

KPI③ 種別 アウトプット 単位

KPIの概要、測定⽅法

事業成果等の計測に
適  理由

2023年度末 2024年度末 2025年度末

【アウトプット指標（活動指標）】



サービス内容（政策⽬的への適合性）

事業 成果 複数年     計測     KPI（３ 年分）

KPI 市⺠協働投稿     満⾜度 種別 アウトカム 単位 ポイント

KPIの概要、測定⽅法 市⺠協働投稿     利⽤  ⼈ 5段階評価満⾜度 平均値 
当    利⽤者       実施  測定   

事業成果等の計測に
適  理由

当     利⽤ 満⾜  ⼈数 多   多    市⺠参加 推進 効果    考       
          任意 不満 点 記⼊              改善 図  

2023年度末 2024年度末 2025年度末
2.8 3.0 3.2
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KPI 種別 アウトカム 単位

KPIの概要、測定⽅法

事業成果等の計測に
適  理由

2023年度末 2024年度末 2025年度末

KPI 種別 アウトカム 単位

KPIの概要、測定⽅法

事業成果等の計測に
適  理由

2023年度末 2024年度末 2025年度末

【アウトカム指標（成果指標）】



推進体制・PDCA

PDCAの実施体制
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当該事業 含     ⽥園都市国家構想推進交付⾦ 活⽤  事業      ⽩井市         創⽣
審議会 活⽤ 実施  産学 市⺠   多⾓的 視点   評価 ⾏ 改善 図     事業 効率的 効果
的な推進を図る。

PDCAの⽅法（有効性を⾼める⼯夫）

   利⽤者      結果 ⾒直 内容 踏  、KPIに基づき⽩井市まち・ひと・しごと創⽣審議会による効果検
証 毎年度実施  産学 市⺠   多⾓的 視点   評価 ⾏     事業 効率的 効果的 推進 図 。
    評価結果 踏   次年度事業 向  利⽤率 向上 満⾜度向上  改善 ⾏  有効性 ⾼    

2023（令和5）年度 2024（令和6）年度 2025（令和7）年度

・前年度事業の効果検証 ・前年度事業の効果検証
（前年度評価への対応状況を含む）

・前年度事業の効果検証
（前年度評価への対応状況を含む）

関係課等 定期的 報告会 実施  必要    運⽤⽅針 ⾒直  ⾏  

年1回 市⺠       実施  利⽤者   （改善点） 満⾜度 把握  運⽤⽅針等 ⾒直  ⾏  

■構成員
学識経験者 商⼯業関係者 ⾦融機関 市⺠ 等

⽩井市まち・ひと・しごと創⽣審議会



事業概要 【建築⾏政地図情報    導⼊事業】

実施地域 千葉県⽩井市(建築基準法施⾏令第148条第1項に係る建築
物⼜は⼯作物の関するもの） 事業費 3,674千円

実施主体 千葉県⽩井市 ⼈⼝ 62,845⼈（R4.12⽉末）

事業概要
窓⼝業務（建築計画概要書の写しの交付及び建築台帳記載証明書の交付業務）で提供するための建築

確認情報  建築⾏政地図情報     導⼊        証明書等 発⾏業務 電⼦化  的確  時
間短縮     可能    市⺠     向上効果 ⾒込     

具体
サービス

千葉県 県出先機関   他 ⾏政庁 多  導
⼊済の地図システムと建築確認情報をリンクすること
  検索性 向上   

【建築⾏政地図情報    】
• ICBA（（⼀財）建築⾏政情報    ）

共⽤データベースシステムのサブシステム

主な
KPI

【アウトプット指標（活動指標）】
①建築計画概要書の写しの交付
②建築台帳記載証明書の交付

【アウトカム指標（成果指標）】
①１件あたりの窓⼝待ち時間の短縮
②１件あたりの窓⼝待ち時間の短縮
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サービス内容（政策⽬的への適合性）

事業の実施によって解決を図る課題及び実現したい地域像

■事業の実施によって解決を図る課題

当市 限定特定⾏政庁    建築基準法施⾏令第148条第1項に係る建築物⼜は⼯作物の関するものを所管
    範囲内     建築確認 建築相談等 窓⼝業務 ⾏     
  他 建築物⼜ ⼯作物  既 同     導⼊済  千葉県及 県出先機関     効率的 窓⼝業務

 ⾏       同 市内 建築物⼜ ⼯作物     所管     提供   市⺠    （建築計画概要書
 写  交付及 建築台帳記載証明書 交付） 待 時間 異       
特 同     導⼊      当市     待 時間 ⻑            当市所管分 必要   市⺠

     不便 状況        解決 図    課題       
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■事業の実施により将来的に実現したい地域像

当市内に存する建築物⼜は⼯作物に係る建築確認情報に関する窓⼝業務について、所管（県・県出先・市）ごと
 異  市⺠     平準化      利便性 向上    



サービス概要

サービス内容
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サービス名 建築計画概要書の写しの交付及び建築台帳記載証明書の
交付業務サービス 事業費 3,674千円

ターゲット 建築物 改修 建替  売買 ⾏   市⺠等 対  設計 施⼯ 仲介等   建築関係企業等

展開エリア 千葉県⽩井市（限定特定⾏政庁 所管範囲内）

サービス内容（事業分野 ①⾏政    ）

※申請事業の実施によって、建築確認情報（建築計画概要書の写しの交付及び建築台帳記載証明書の交付）の提供
時間 短縮   直接的 裨益            利便性 向上     ⼀⼾建  住宅流通 活性化     
よる間接的な裨益効果 ⾒込    

建築台帳記載証明書 建築計画概要書建築⾏政地図情報     画⾯

建築物の所在の検索が容易となり時間短縮が図れる



サービス内容（政策⽬的への適合性）

事業 成果 複数年     計測     KPI（３ 年分）

KPI① 建築計画概要書の写しの交付 種別 アウトプット 単位 交付件数

KPIの概要、測定⽅法 過去３年 交付実績 平均件数 上回    各年度   活動指標   設定  窓⼝  交付件数 累計数 台
帳にて確認する。

事業成果等の計測に
適  理由 受付番号 台帳管理    取得    成果測定 適    。

2023年度末 2024年度末 2025年度末
130 260 390

7

KPI② 建築台帳記載証明書の交付 種別 アウトプット 単位 交付件数

KPIの概要、測定⽅法 過去3年 交付実績 平均件数 上回    各年度  活動指標   設定  窓⼝  交付件数 累計数 台帳
にて確認する。

事業成果等の計測に
適  理由 受付番号 台帳管理    取得    成果測定 適    。

2023年度末 2024年度末 2025年度末
130 260 390

KPI③ 種別 アウトプット 単位

KPIの概要、測定⽅法

事業成果等の計測に
適  理由

2023年度末 2024年度末 2025年度末

【アウトプット指標（活動指標）】



サービス内容（政策⽬的への適合性）

事業 成果 複数年     計測     KPI（３ 年分）

KPI 建築計画概要書の写しの交付待ち時間 種別 アウトカム 単位 分/件

KPIの概要、測定⽅法 現在の待ち時間は１５分で、本サービスにより3割程度 時間短縮 成果指標   設定   
    開始  終了   処理時間  職員間 計測   

事業成果等の計測に
適  理由

住⺠ 事業者 負担      
窓⼝サービス提供時間の平準化（短縮）を⽬的としているため。

2023年度末 2024年度末 2025年度末
１０ １０ １０

8

KPI 建築台帳記載証明書の交付待ち時間 種別 アウトカム 単位 分/件

KPIの概要、測定⽅法 現在の待ち時間は１５分で、本サービスにより3割程度 時間短縮 成果指標   設定   
    開始  終了   処理時間  職員間 計測   

事業成果等の計測に
適  理由

住⺠ 事業者 負担      
窓⼝サービス提供時間の平準化（短縮）を⽬的としているため。

2023年度末 2024年度末 2025年度末
１０ １０ １０

KPI 種別 アウトカム 単位

KPIの概要、測定⽅法

事業成果等の計測に
適  理由

2023年度末 2024年度末 2025年度末

【アウトカム指標（成果指標）】



推進体制・PDCA

PDCAの実施体制

12

当該事業 含     ⽥園都市国家構想推進交付⾦ 活⽤  事業      ⽩井市         創⽣
審議会 活⽤ 実施  産学 市⺠   多⾓的 視点   評価 ⾏ 改善 図     事業 効率的 効果
的な推進を図る。

PDCAの⽅法（有効性を⾼める⼯夫）

交付に係る待ち時間等を実測し、KPIに基づき担当課の評価も踏まえ、まち・ひと・しごと創⽣審議会を活⽤した効果
検証 毎年実施  産学 市⺠   多⾓的 視点   評価 ⾏     事業 効率的 効果的 推進 図 。
    評価結果 踏   次年度事業 向  窓⼝運営 更  効率化 利⽤数向上    周知等  改善 
⾏  有効性 ⾼    

2023（令和5）年度 2024（令和6）年度 2025（令和7）年度

・前年度事業の効果検証 ・前年度事業の効果検証
（前年度評価への対応状況を含む）

・前年度事業の効果検証
（前年度評価への対応状況を含む）

担当課⻑ 担当者     ⾃⼰評価 実施及 客観性 担保  事業 評価 分析 ⾏  

■構成員
学識経験者 商⼯業関係者 ⾦融機関 市⺠ 等

⽩井市まち・ひと・しごと創⽣審議会


